
歴
史
は
人
間
の
諸
行
の
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
を
伝
え
る
の
は
其
の
時
代
の
記
録
で

あ
り
、
そ
し
て
其
の
出
来
事
を
心
に
想
起
さ
せ
る
の
は
記
念
碑
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
十
六
世
紀
の
終
り
頃
、
東
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
で
は
三
つ
の
コ
レ
ジ
ヨ
が

有
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
ゴ
ア
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
二
つ
め
は
マ
カ
オ
の
サ
ン
パ

ウ
ロ
、
三
つ
め
は
長
崎
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
コ
レ
ジ
ヨ
も
、
イ
エ

ズ
ス
会
神
父
達
の
本
部
で
、
司
祭
や
伝
道
士
達
の
教
育
施
設
で
あ
り
、
そ
こ
は
其
の

地
区
の
文
化
交
流
の
場
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
コ
レ
ジ
ヨ
は
信
者
達
に
と
っ
て
祈
り
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
其
の
場
所
に

は
、
必
ず
マ
リ
ア
様
に
捧
げ
ら
れ
た
教
会
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

ゴ
ア
に
は
一
五
一
〇
年
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
た
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
教
会
が
あ
り
、
マ
ラ
ッ
カ
に
は
港
を
見
お
ろ
す
小
高
い
丘

に
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
教
会
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
長
崎
に
は
立
山
の
木
の
茂
っ
た
山

裾
に
小
鳩
の
巣
の
よ
う
な
、
や
さ
し
い
心
の
休
み
へ
の
招
き
と
し
て
山
の
サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
の
小
聖
堂
が
建
っ
て
い
た
。

ゴ
ア
に
は
今
も
白
い
教
会
が
聳
え
て
い
る
。
其
の
教
会
で
は
聖
ザ
ビ
エ
ル
が
子
供

達
を
集
め
賑
か
に
教
理
を
教
え
て
い
た
。

マ
ラ
ッ
カ
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
教
会
は
聖
ザ
ビ
エ
ル
が
夜
中
に
祈
り
を
捧
げ
た
場

所
で
あ
り
、
一
五
五
五
年
に
ザ
ビ
エ
ル
が

上
川

サ
ン
シ
ャ
ン

島
で
な
く
な
ら
れ
た
時
、
そ
の
遺

体
を
運
び
葬
ら
れ
た
教
会
で
あ
る
。
現
在

で
も
当
時
の
教
会
の
正
面
の
壁
が
残
っ
て

い
る
。

長
崎
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
教
会
は
一

六
一
四
年
禁
教
令
の
た
め
こ
わ
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
教
会
の
跡
に
は
二
年
前
ま

で
長
崎
奉
行
所
の
石
垣
を
バ
ッ
ク
に
小
さ

な
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
長
崎

奉
行
所
が
復
原
さ
れ
た
時
、
目
の
と
ど
か

な
い
場
所
に
移
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
長
崎
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
教
会
が
何
時
頃
建
立
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い

が
、
一
五
八
四
年
に
は
既
に
長
崎
の
人
達
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
た
の
で
数
々
の
記
録

が
残
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
一
六
〇
一
年
そ
れ
ま
で
長
崎
内
町
の
う
ち
ク
ル
ス
町
に
あ
っ
た
墓
地
が

立
山
の
地
に
移
さ
れ
た
記
録
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

新
し
い
墓
地
が
大
き
な
信
心
を
集
め
る
聖
母
マ
リ
ア
に
捧
げ
る
小
聖
堂
の
近
く
に

造
ら
れ
た
。
小
聖
堂
は
町
の
発
展
と
共
に
大
き
く
な
り
、
そ
の
建
物
の
為
に
石
垣

を
造
り
土
地
を
拡
大
し
た
。
二
年
後
（
一
六
〇
三
年
）
そ
の
教
会
が
小
教
と
な
り

長
崎
生
ま
れ
の
ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ト
ニ
オ
神
父
が
最
初
の
主
任
司
祭
に
な
っ
た
。
同

年
、
教
会
の
裏
に
湧
き
出
て
い
た
泉
の
水
が
、
庄
屋
の
家
ま
で
流
れ
る
よ
う
に
水

路
が
造
ら
れ
た
。

そ
の
頃
、
上
町
に
は
此
の
教
会
か
ら
二
〇
〇
m
位
離
れ
た
所
に
ス
ペ
イ
ン
の
商
人

ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン
が
住
ん
で
い
た
。
彼
に
は
「
日
本
大
国
記
」
と
い
う
著
書
が
あ
る
。

そ
の
著
書
の
中
に
一
六
一
四
年
の
春
、
家
康
の
禁
教
令
が
発
布
さ
れ
た
と
き
、
こ
の

法
令
が
実
践
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
祈
り
と
苦
行
の
行
列
が
山
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
教

会
ま
で
行
っ
た
事
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

五
月
十
四
日
（
水
）
行
列
は
サ
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
・
バ
プ
テ
ィ
ス
タ
教
会
（
現
・
本

蓮
寺
）
か
ら
出
発
ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン
の
家
の
前
を
通
り
「
山
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア

教
会
」
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
墓
地
に
そ
っ
て
サ
ン
・
ド
ミ
ン
ゴ
教
会
（
現
桜
町
小

学
校
）
ま
で
続
い
た
。

彼
は
亦
、
次
の
よ
う
な
文
も
記
し
て
い
る
。

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
教
会
に
は
二
つ
の
門
が
あ
り
、
教
会
祭
壇
の
上
に
は
実
に
す
ば

ら
し
い
聖
母
の
画
像
が
あ
っ
た
。（
こ
の
画
像
は
ジ
ョ
ア
ン
・
ニ
コ
ラ
オ
神
父
の

作
品
と
考
え
ら
れ
る
）

ま
た
、
五
月
二
十
日
（
火
）
と
二
十
九
日
（
木
）
に
も
別
の
キ
リ
シ
タ
ン
行
列
の

組
が
山
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
教
会
に
立
ち
寄
っ
た
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
長
崎
の

人
達
に
親
し
ま
れ
、
信
者
達
の
熱
心
な
祈
り
が
あ
っ
た
教
会
に
も
拘
わ
ら
ず
、
教
会

は
幕
府
の
命
令
に
よ
っ
て
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
の
状
況
を
ア
ビ
ラ
・

ヒ
ロ
ン
は
悲
し
み
を
こ
め
て
感
動
的
な
文
章
で
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

こ
の
時
、
大
村
の
殿
は
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
教
会
の
取
り
こ
わ
し
を
引
き
う
け
さ
せ

ら
れ
た
。私
は
其
の
教
会
か
ら
二
〇
〇
歩
あ
ま
り
隔
っ
た
同
じ
町
内
に
住
ん
で
い
た
。

取
り
壊
し
は
十
一
月
五
日
に
始
ま
り
、
中
二
日
お
い
て
八
日
に
は
終
り
ま
し
た
。
こ

の
教
会
は
聖
な
る
司
教
ド
ン
・
ル
イ
ス
・
セ
ル
ケ
イ
ラ
様
が
、
あ
れ
ほ
ど
喜
び
を
も

っ
て
完
成
さ
れ
、
司
教
様
の
手
に
よ
っ
て
最
初
の
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
た
教
会
な
の

で
す
。
あ
の
清
ら
か
で
美
し
く
町
の
人
達
が
親
し
み
と
崇
敬
の
心
を
も
っ
て
出
入
し

た
教
会
、
山
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
教
会
が
今
、
私
達
の
目
の
前
か
ら
無
惨
に
も
取

り
こ
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
時
、
取
り
壊
し
た
大
村
の
殿
も
、
其
の
家
来
の
人
達
も
、
す
ぐ
そ
の
前
は
全
て

キ
リ
シ
タ
ン
の
人
達
だ
っ
た
の
で
す
。其
の
人
達
も
涙
を
流
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

こ
の
清
ら
か
で
神
々
し
か
っ
た
山
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
教
会
の
最
後
の
壊
し
に

な
っ
た
時
、
長
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
達
が
抱
い
た
悲
し
み
と
、
其
の
な
げ
き
、

そ
し
て
、
其
の
人
達
が
流
し
た
涙
は
実
に
大
変
な
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
其
の
な

げ
き
の
声
は
、
今
で
も
、
し
っ
か
り
と
私
の
思
い
出
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
山
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
教
会
は
、
長
崎
の
歴
史
の
上
で
重
要
な
一
ペ
ー
ジ

で
あ
っ
た
の
で
す
。

山
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
教
会
が
破
壊
さ
れ
、
其
の
跡
地
に
は
禅
宗
春
徳
寺
が
建

て
ら
れ
た
が
、
同
寺
は
間
も
な
く
城
跡

し
ろ
の
こ
し
の
現
在
地
に
移
っ
て
い
る
。（
こ
の
地
も
キ

リ
シ
タ
ン
時
代
に
は
ト
ウ
ド
ス
・
オ
ス
・
サ
ン
ト
ス
と
い
う
教
会
が
あ
っ
た
）。
そ

し
て
、
此
の
立
山
・
春
徳
寺
跡
に
は
大
目
附
で
キ
リ
シ
タ
ン
改
の
た
め
長
崎
に
来
た

井
上
筑
後
守
の
役
宅
が
建
て
ら
れ
、
井
上
氏
が
江
戸
に
帰
っ
た
後
は
空
地
と
な
っ
て

い
た
が
、
一
六
七
三
年
（
延
宝
元
）
に
は
長
崎
奉
行
所
（
立
山
奉
行
所
）
が
こ
の
地

に
建
て
ら
れ
て
い
た
。

（
前
二
十
六
聖
人
記
念
館
・
館
長
）

○
四
月
と
言
え
ば
八
日
の
花
ま
つ
り
（
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
）、
二
十
一
日
は
お
大

師
様
の
日
で
あ
り
、
市
内
の
お
大
師
様
を
巡
礼
し
、
お
接
待
を
う
け
る
。

○
ま
た
長
崎
の
四
月
は
「
ハ
タ
あ
げ
」
の
季
節
で
あ
る
。
大
き
な
「
ハ
タ
」
を
私
達

は
「
ツ
ブ
ラ
カ
シ
」
と
言
っ
た
。「
ネ
ヨ
マ
か
す
り
」、「
ヤ
ダ
モ
ン
」
等
と
い
う

言
葉
も
あ
っ
た
が
、
今
で
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。

○
四
月
一
日
に
は
国
指
定
史
跡
「
出
島
オ
ラ
ン
ダ
屋
敷
」
の
復
原
完
成
公
開
の
式
典

が
あ
り
、
四
月
八
日
よ
り
は
「
長
崎
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
」
が
長
崎
国
際
文
化

会
館
内
旧
長
崎
市
立
博
物
館
跡
に
移
転
、
開
館
し
た
の
で
「
是
非
お
出
か
け
下
さ

い
」
と
同
館
の
永
松
館
長
が
来
訪
さ
れ
、
御
案
内
が
あ
っ
た
。

○
四
月
に
入
る
と
「
長
崎
さ
る
く
博
」
が
開
始
さ
れ
、
各
方
面
よ
り
本
会
事
務
所
に

も
問
い
合
わ
せ
多
く
、
事
務
局
の
上
田
女
史
は
一
人
で
天
手
古
舞
い
を
し
て
お
ら

れ
る
。

○
四
月
よ
り
月
二
回
の
本
会
古
文
書
研
究
会
発
足
し
ま
し
た
。
四
月
は
四
日

（
火
）
・
十
八
日
（
火
）
午
前
十
時
三
〇
分
よ
り
十
二
時
ま
で
、
自
由
に
御
参
加

下
さ
い
（
会
費
不
要
）、
世
話
人
・
宮
田
修
二
・
米
田
輝
臣
・
川
原
清
・
古
賀
昭
子

○
富
山
県
高
岡
市
の
地
方
史
研
究
家
山
本
和
代
子
女
史
よ
り
加
賀
前
田
藩
高
岡
城
下

町
の
歴
史
を
解
明
さ
れ
た
「
古
城
萬
華
鏡
」
を
戴
い
た
。
長
崎
に
も
縁
故
の
あ
る

キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
り
茶
人
で
も
あ
っ
た
高
山
右
近
は
秀
吉
に
追
放
さ
れ
天
正
十
六

年
（
一
五
八
八
）
以
来
二
十
六
年
間
も
前
田
藩
に
止
ま
っ
て
い
た
。
私
は
此
の
本

よ
り
色
々
と
教
え
て
戴
い
た
。（
桂
書
房
刊
二
、
〇
〇
〇
円
）

○
Ｃ
Ｃ
Ｃ
研
究
所
長
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
崎
谷
満
医
学
博
士
よ
り
先
日
「
D

N
A
が
解
き
あ
か
す
・
日
本
人
の
系
譜
」
を
戴
い
た
。
本
書
の
内
容
は
日
本
民
族

の
成
立
を
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
と
、
諸
言
語
の
成
立
を
踏
ま
え
て
の
新
研
究
で
あ
り
、

私
は
其
の
第
一
ペ
ー
ジ
よ
り
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
博
士
は
最
後
に
「
日
本

列
島
に
於
け
る
ヒ
ト
集
団
の
多
様
性
に
関
す
る
研
究
が
二
十
一
紀
と
な
り
D
N
A

多
型
分
析
に
よ
り
実
証
さ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。（
勉
誠
出
版
刊
・
三
、
五

〇
〇
円
）

○
四
月
二
十
一
日
は
媽
祖
様
の
誕
生
日
で
あ
り
、
崇
福

寺
で
媽
祖
祭
が
あ
る
。
参
加
希
望
者
は
事
務
局
上
田

ま
で
。（
電
八
二
一
｜
一
五
四
〇
）

風
信

二
八
五
号

平
成
十
八
年
四
月
二
十
日

長
崎
の
人
に
親
し
ま
れ
た

山
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
教
会

結
城
　
了
悟

現在は他所に移されているサンタ・マリアの記念碑


